
【使用プログラミング教材】

１ 単元について

２ 指導計画
時間 主な学習活動 プログラミング教育の視点に立った留意点

１

●手回し電灯の動作から、発電や蓄電に興
味・関心をもち、それらの道具を使って
電気を作ったり貯めたりすることを意
欲的に調べようとする

２

３

●手回し発電機を発光ダイオードやコン
デンサーにつないで調べ、電気は、手回
し発電機で作ったり、貯めたりできるこ
とをとらえる。

○プログラミングにより制御されていな

い電気製品を扱うことで電気の性質の

理解を深め、プログラミングされた電化

製品へと結びつける礎とする。
４

５

●電気は、光や音などに変換することがで
きることを理解する。

６

７

●前時の実験結果を基に、コンデンサーに
ためた電気を使うときに、物によって使
用できる時間が異なることに問題を見
出し、豆電球と発光ダイオードとを比較
して調べることにより、物によって使え
る時間が違うのは、使う電気の量が違う
ためであることをとらえる。

８
●身の回りの道具が電気のどのような性
質や働きを利用しているかを考え、表現
する。

○電気の性質を利用した電気製品の多く

は、プログラミングによって制御されて

いることを確かめ、プログラミングの必

要性を理解させる。

９

(本時)

10

●身の周りには、電気の性質や働きを利用

しプログラミングによって制御された

電気製品があることを理解する。また、

電気を効率よく使い、生活をよりよくす

るために、どのようなプログラムを組め

ばよいのか考える。

１１
●作ったものを紹介し合い、プログラミン
グされた電気製品が生活を豊かにして
いることを理解する。

第６学年 理科「電気の利用」
生活の中の電気の利用を、ＭＥＳＨのプログラミングを通し体験する。

■目標

〇生活の中の電気の利用について、興味・関心をもち追求する活動を通し、電気の性質や働き

について推論する能力を育てるとともに、電気は作ったり蓄えたり変換したりできることを

理解する。

■プログラミング教育の視点

〇プログラミングにより制御されている身近な電気製品に関心をもち、意図した働きをさせる

ためにより良いプログラミングの方法を探ろうとしている。

ＭＥＳＨ
（ＳＯＮＹ）



３ 本時について（９／１１）

４ 本時の流れ

●主な学習活動

C：予想される児童の反応

○支援・留意点 ☆教科等の評価（評価方法）

★プログラミング教育の視点に関わる評価（評価方法）

導
入

●生活の中では、電気のどのような性質が利用

されているか確認する。

●電化製品の多くはプログラミングによって

制御されていることを知る。

〇電気製品の多くは、電気の性質をプログラムで

制御されていることを理解させ、プログラミン

グへの興味をもたせる。。

展
開

●電気の性質や働きを確認する。

Ｃ：光、音、熱、動きに変えられる。

Ｃ：貯めることができる。

●ＭＥＳＨの使い方を復習しプログラミング

の方法を確認する。

●電気を効率よく使うために、人がいると

きだけ明かりがつくプログラムを考え

る。

Ｃ：トイレを使用するとき。

Ｃ：夜の建物を歩くとき。

●ワークシートでプログラムを作成し、試行錯

誤をしながら意図する働きにつながるプロ

グラミングを探る。

C：人がいなくなってから５秒後に明か

りが消えるようにしよう。

C：どうすればもっと電気を効率よく使

えるかな。

●考えたプログラミングを紹介する。

○電気のどのような性質を利用し、プログラミン

グをするのかを考えることで、電気の性質とプ

ログラミングを結び付ける。

○全員がＭＥＳＨの操作ができるようにする。

☆効率よく電気を利用するためのプログラミン

グを考えている。（ワークシート）

★ＭＥＳＨでプログラミングを行い、それを生活

に結びつけ考えてる。

ま
と
め

●身の回りの電気製品は、電気の性質を利用

し、工夫を重ねられたプログラミングにより

制御されていること確認する。

■目標

〇電気の性質を利用し、効率的に電気を利用しながら生活をより良くするためのプログラミ

ングを考える。

■プログラミング教育の視点

〇フローチャートで考えた後プログラミングをすることで、プログラミングの考え方の理解

を深める。

電気の性質やはたらきを利用し、効率的に電気を使うためのプログラ

ミングを考えよう


